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■主な事業 ： 酒類（焼酎･清酒･ソフトアルコール）、

調味料（本みりん）、酒精（原料用アルコール）

の製造販売

■本社 ： 京都市

■売上高 ： 192,025百万円（2015年度／宝酒造グループ）

■従業員数 ： 2,277名(2016年3月31日現在／宝酒造グループ)
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宝酒造の概要



＜企業理念＞

自然との調和を大切に
発酵やバイオの技術を通じて
人間の健康的な暮らしと

生き生きとした
社会づくりに貢献します。

宝酒造の環境活動概要
（１）企業理念



宝酒造の「宝」の語源は「田から」にあります。
この「宝」を社名に戴いた当社は「自然の恵みを自然に返す」を企業精神に
環境への影響を念頭に置いた企業活動を続けています。

宝酒造の環境活動概要
（２）「宝」は「田から」



宝酒造の環境活動概要
（３）環境活動の２本柱
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1992《TaKaRa大自然体験塾》

1994《ほたる計画》

1979《ｶﾑﾊﾞｯｸ･ｻｰﾓﾝ･ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ》

1994《四万十の清流を守ろう》

1991 《TaKaRaｸﾘｰﾝCANｳｫｰｷﾝｸﾞ》

1982《日本の松を守ろう》

1983《日本の竹を守ろう》 2003《阿武隈川きらきらｷｬﾝﾍﾟｰﾝ》

2003《北海道遺産を守ろう》

2004《宝酒造田んぼの学校》

2003《長野の宝を守ろう(ﾗｲﾁｮｳ保護）》

1985《ﾀｶﾗ･ﾊｰﾓﾆｽﾄﾌｧﾝﾄﾞ》設立（全国）

2012《宝酒造エコの学校》

宝酒造の環境活動概要
（４）環境活動の歴史
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＜カムバック・サーモン・キャンペーン開始（１９７９年）＞
※自然保護活動のはじまり

札幌豊平川にサケを呼び戻そうという「さっぽろサケの会」を中心とする
市民運動を多面的に支援

宝酒造の環境活動概要
（４）環境活動の歴史



＜日本で初めて、ステイオンタブ（ＳＯＴ）を採用（１９８９年）＞

それまでは、飲み口から外れる

プルタブが、

①ポイ捨てによるタブの散乱や

②動物のタブ飲み込み被害

が問題になっていた。

缶からタブ（引き金）が外れないステイオンタブの採用により、これらの

防止に役立った。
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宝酒造の環境活動概要
（４）環境活動の歴史



＜４Ｒの優先順位＞

＜その他＞
・組織横断型の環境情報の共有化のための会議の開催

（環境部門、資材調達部門、商品開発部門）

・業界団体等のガイドラインを考慮した環境に配慮した商品開発のための

商品設計ガイドライン
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リフューズ
（Refuse）

リデュース
（Reduce）

リユース
（Reuse）

リサイクル
（Recycle）

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（１）４Ｒの考え方



＜焼酎のはかり売り＞

１９９８年より、新たな容器を使用せず中身だけを購入する「焼酎のはかり売り」

を開始しました。焼酎のはかり売りに際しては、１KLと２００Lのはかり売り専用タ

ンクを開発しました。工場でこの専用タンクに焼酎を詰めて販売店に直送します。

お客様は家庭にあるペットボトルなどの空容器を販売店に持参し、販売店でその

容器にお客様が必要な分だけ詰めて購入する仕組みです。
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３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（２）リフューズ（Ｒｅｆｕｓｅ）



１９９８年の開始以来２０１６年3月末迄で、約８３０万本のペットボトル（２.７Lペット
ボトル換算）と約２１０万枚の段ボールを節約につながりました。
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焼酎のはかり売りによる容器の節約（累計本数）
（２．７KLペットボトル換算／単位：万本）

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（２）リフューズ（Ｒｅｆｕｓｅ）



＜あらゆる容器の軽量化＞

１９９０年代より、びん･ペットボトル･紙パック･アルミ缶･スチール缶

など全ての容器の軽量化に取り組んできています。

（例）２００４年には「タカラ有機本みりん」に、

従来のものと比べ約３割、約１００ｇも軽い

“超軽量びん”を採用するなど、あらゆる

容器の軽量化に継続して取り組んでいます。

＜最近のリデュース事例＞

２０１４年度 焼酎の４Lペットボトルを１５．２％軽量化

２０１３年度 焼酎の７２０ｍｌ壜を２．６％軽量化

缶チューハイ５００ｍｌアルミ缶を５．１％軽量化

２０１２年度 焼酎１９２０ｍｌ焼酎ペットボトルの外函を１０．９％軽量化 etc. 13

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（３）リデューズ（Ｒｅｄｕｃｅ）
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＜一升壜＞

代表的なリターナブル壜のひとつである一升壜の使用量は国内トップクラス
です。また、国内のリユース・システムを維持するためにP函出荷を堅持（一
部例外あり）しています。

一升壜は、ビール
壜、牛乳壜とならぶ
代表的なリターナブ
ル壜

焼酎、清酒、本みりん
で一升瓶を使用

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（４）リユース（Ｒｅｕｓｅ）
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＜宝焼酎「純」等の７２０ｍｌ壜をリターナブル壜に変更＞

（背景） リターナブルびんの流通量の減少によるリターナブルシステム

崩壊の危機

２０１６年３月末までに購入・使用したリターナブルびん（洗い壜）は

累計約９５００万本になります。

繰り返し使用する
ために、洗浄がし
易く欠けにくい形
状に変更

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（４）リユース（Ｒｅｕｓｅ）



16

＜ 「はずせるキャップ」を採用＞

本みりんや料理用清酒に、使用後の分別

リサイクルが簡単にできる機能を持った「はず

せるキャップ」を採用しました。

＜パウチパックを採用＞

清酒松竹梅「天」に、飲み終わったあとの

分別・分解の必要がなく、簡単にそしてコン

パクトにしてリサイクルに出せるパウチパック

を採用しました。

３．宝酒造の４Ｒの取り組み
（５）リサイクル（Ｒｅｃｙｃｌｅ）



※行政や環境学習施設との共催で、環境学習イベント開催

■ごみ問題の現状やごみを減らす方法を伝えることを目的とした
宝酒造「エコの学校」を開催

２０１２年より、小学生（３～６年生）とそのご家族を対象とした環境教育プログラム、宝酒
造「エコの学校」を開催しています。
201６年度は、夏休みに京都市、神戸市、東京都江東区、名古屋市において各２回ずつ

開催し、合計で約２００名の参加者がありました。
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京エコロジーセンター（京都開催） こうべ環境未来館（神戸開催）

４．社外との連携
（１）環境教育プログラム：宝酒造「エコの学校」



18

＜１時間目＞
環境学習施設見学をしながら自分

たちのまちのごみ問題の現状を学びま
す。

＜２時間目＞
ごみを減らす方法について具体事例

を手にしながら学びます。

＜３時間目＞
リサイクル体験としてお酒の紙パック

のパルプを使って紙漉きを行いオリジ
ナルはがきを作ります。

４．社外との連携
（１）環境教育プログラム：宝酒造「エコの学校」

※行政や環境学習施設との共催で、環境学習イベント開催
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２００４年にNPO法人日本環境倶楽部と共同
で子供向けの環境教育教材、飲み物容器のリ
サイクルを紹介した絵本「TaKaRaリサイクル
ロード」を作成し、全国の小中学校の希望者
や当社が出展する環境イベント等で無償配布
を行っています。
隔年でデータを更新し、現在は第６版。発行

部数は延べ２６,０００部で、２０１６年９月末まで
の累計配布部数は２４,０００部となっています。

４．社外との連携
（２）環境教育教材「宝酒造リサイクルロード」

※環境ＮＰＯ法人と環境教育教材を共同制作

■子供向け環境教育教材「宝酒造リサイクルロード」を
無償配布

例）「第40回全国育樹祭」（10/9）およびその併催行事である「全国緑のこどもサミッ
ト」（10/8）において、参加した子どもさんに７００部配布。



※関連する業界団体と連携し、容器の３Ｒを推進

容器の３Ｒを推進するためには、関連する業界全体での取り組みが不可欠。

効率的なリサイクルシステムの構築や機関誌、ホームページ、展示会などを通じた

啓発活動などは、関連する業界全体で取り組むことが効果的。

宝酒造では、ガラスびんやペットボトル、紙容器など、種々の容器について、関連

する３Ｒ推進団体に加入し、団体の活動に積極的に参加しています。
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４．社外との連携
（３）灘・伏見地区酒パックリサイクル循環システム

宝酒造が加入している主な３Ｒ推進団体

　　　　　ガラスびん３Ｒ促進協議会

　　　　　ＰＥＴボトルリサイクル推進協議会

　　　　　アルミ缶リサイクル協会

　　　　　紙製容器包装リサイクル推進協議会

　　　　　酒パックリサイクル促進協議会



※業界団体と連携し、容器の３Ｒを推進

■酒パックリサイクル促進協議会に加盟し、同協議会が進める
「灘・伏見地区酒パックリサイクル循環システム」に参画

酒どころである灘（神戸）および伏見

（京都）地区の清酒メーカーが協力、

各社各様に処理していた製造過程で

発生する酒パックの損紙を共同で効率

よく回収し再生紙化しています。

更に、このシステムに参加する各社

は、排出した酒パックから生まれたリサ

イクル品を積極的に使用することにも

努めています。
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４．その他の取り組み
（３）灘・伏見地区酒パックリサイクル循環システム
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４．社外との連携
（４）容器のリユース活動を支援

※容器のリユース活動を推進する団体に注目、その活動を支援

■リユース食器のレンタル

お祭り／イベントの廃棄物の約70％が
包装容器であるとの調査結果から、リユ
ース食器のレンタル・洗浄（「リユース食
器システム」）を推進

活動事例
【祇園祭ごみゼロ大作戦】
２０１４年より、京都・祇園祭において、夜店や屋台の協力のもと、使い捨て

食器をリユース食器に切り替える活動を展開。２０１３年より大幅にごみを削減！

⇒行政、環境ＮＰＯ、屋台などの事業者、観光客の協力によりごみを削減！



■動画募金
動画募金を利用して、容器のリユース活動を広く伝えるとともに、容器のリユース

活動費用として４５万８５７０円を寄付した。寄付金は、「祇園祭ごみゼロ大作戦」の容
器のリユースによるごみ削減活動に使用された。
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４．社外との連携
（４）容器のリユース活動を支援

※容器のリユース活動を推進する団体に注目、その活動を支援
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ご清聴ありがとうございました


